
（別記第２号様式 道民意見提出手続の意見募集結果） 

新たな「道民の森」活用方針（素案）についての意見募集結果 

          令和８年３月６日 

 

 新たな「道民の森」活用方針（素案）について、道民意見提出手続により、道民の皆様からご

意見を募集したところ、 ７人、５団体から、延べ３４件のご意見が寄せられました。 

  ご意見の要旨及びご意見に対する道の考え方については、次のとおりです。 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

 帝国データバンクの令和７年６月の調査に

よると、企業が取り組むＳＤＧｓの様相が変

わったとされており、社会全体でＳＤＧｓに

対する関心が高まっていると言えないので、

「ＳＤＧｓに対する関心が社会全体で高まる

中」という記述は修正すべき。 

ご意見を踏まえ、第２の４(２)の当該部分

の記載を「ＳＤＧｓに対する社会全体の関心

が高い水準にある中」と修正します。 

 

 

 Ａ 

北海道森林整備担い手支援センターが実施

する現地研修をはじめ、実習フィールドの場

として「道民の森」を提供していただきたい。 

第５の２(２)アに記載のとおり、林業技術

の向上を目的とした研修の利用促進を図るべ

く、林業団体等の実習フィールドを提供して 

 まいります。 Ｂ 

令和 18 年度の目標 15 万人は達成可能なの

か疑問。人口動態を厳しめに推測して各地区

の利用形態を見直し、令和 15 年度の目標を 10

万人とすべき。 

現行方針の来園者数の目標が20万人である

のに対し、人口動態も勘案しつつ、来園目的

ごとに積算した目標値の合計を根拠とし、新

たな方針では目標を 15 万人としたものです。 

  Ｄ 

 高齢者や女性等、いわば「野外活動弱者」

とでもいうべき方々を対象に、プログラム作

成や施設整備を充実させることを明記すべ

き。 

 

 

 

第５の１(１)アに記載のとおり、子どもか

ら高齢者まで幅広い世代が森林とふれあうこ

とができるよう、プログラムを充実させてま

いります。また、第５の４(２)アに記載のと

おり、利用者が安全で安心・快適に滞在でき

るよう、利用環境を整備してまいります。 

いただいたご意見は、今後の取組の参考と 

 させていただきます。 Ｃ 

ヒグマ被害防止対策として、滝野すずらん

公園の対応を参考に、対象区域を特定し、徹

底した侵入防止対策を講じることを明記すべ

き。 

 ヒグマ対策については重要な課題と認識し

ており、第５の４(２)アに記載のとおり、ヒ

グマを含む野生動物対策の設備等の整備やヒ

グマに関する情報発信などの対策を進めてま 

 いります。 Ｂ 

活動方針や活動の方向性は、いずれも「木

育」の理念に基づくものと考えられるところ、

このことを一目で伝えるためのキャッチフ

レーズが不可欠と考える。 

第５の１(２)アに記載のとおり、道民の森

の魅力や楽しみ方が伝わるようなキャッチフ

レーズを募集してまいります。 

いただいたご意見は、今後の取組の参考と 

 させていただきます。 Ｃ 



 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

第２の４(２)において「教育関係機関によ

る活用促進に向けて、地球温暖化対策やＳＤ

Ｇｓの達成と森林づくりの関係など学習指導

要領の記述を踏まえたプログラムの更新が必

要です」とあるが、私たちは 20 年前から道民

の森において持続可能な社会の実現のための

学校プログラムを提案・提供しており、随時、

学習指導要領に応じたプログラムの更新を

行っているところ、このような書き方では、

全く対応していない課題として提言されてい

るようなので、修正すべき。 

ご指摘の箇所につきましては、現行の「道

民の森」の活用方針において、学習指導要領

の記述を踏まえたプログラムの更新に関する

記載がないため、新たに追記したものです。 

なお、持続可能な社会の実現のためのプロ

グラムの提供の必要性については、ご意見と

同じ考えであることを申し添えます。 

 

 

 

 Ｂ 

第５の２(１)において「森林体験学習の効

果を高めるため、森林の動物・植物や森林の

はたらきを学校で事前に学習する勉強会を開

催します」とあるが、道民の森での宿泊学習

が始まった 2004 年以来、「事前、当日、事後

学習」という一連の流れでプログラム提供を

常に行って来ている。また、事前学習におい

ては、知識ではなく興味関心を持つことが重

要だということが、20 年間の経験でわかった

ことである。子どもたちの興味関心に沿った

主体的な探究活動といった個別最適な学びに

なるような関わりが大切であることを明記す

べき。 

ご指摘の箇所につきましては、現行の「道

民の森」の活用方針において、事前学習の実

施に関する記載がないため、新たに追記した

ものです。 

また、子どもたちの主体的な探究活動とす

ることが重要との点につきましては、ご意見

を踏まえ、第５の２(１)の当該部分の記載を

「森林体験学習が子どもたちの主体的な探求

活動となるよう、学校と連携し、事前学習や

事後学習に取り組みます」と修正します。 

 

 

 Ａ 

第２の３(2)イの「森林づくり活動フィール

ドの提供」の検証について、「企業等による

森林づくりは一定の実績を得られたが、植樹

活動が大半を占めるため、育樹までつなげる

取組が必要」とあるが、道民の森で植樹活動

が始まった頃には、林業試験場の専門の方が

現地に来られてアドバイスするとともに、植

樹に参加している企業のネットワークを作っ

て協力しようとしていたことがあり、北海道

が専門的な知見からのサポートやコーディ

ネートを行うような仕組みを、もう一度つ

くってはどうか。 

第５の２(２)イに記載のとおり、企業等の

活動によって整備された森林については、専

門家や関係者等の参加のもと、今後の森林づ

くりの方向性を検討することとしており、そ

の検討結果については、企業等へのアドバイ

スに活用してまいります。 

いただいたご意見は、今後の取組の参考と

させていただきます。 

 

 

 

 Ｃ 

 

 

 

 



 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

 第２の３(2)ウの「教育関係機関との連携強

化」の検証について、「教員や学生の研修の

場として活用したが、コロナ禍以降は取組が

中断」とあるが、昨年（2024 年）より当法人

が提供している宿泊学習や週末プログラムへ

の参加を再開している。 

ご意見を踏まえ、第２の３(２)ウの当該部

分の記載を「教員や学生の研修の場として活

用したが、コロナ禍により取組が一時中断」

と修正します。 

 

 Ａ 

第２の３(2)ウの「教育関係機関との連携強

化」の検証について、「「道民の森」の立地

が学校から遠いことや周辺施設との競合のほ

か、物価高騰による移動手段の確保の困難な

どから利用が低迷した」とあるが、宿泊学習

に来る学校の移動手段の高騰は大きな課題で

あり、北海道としての交通費支援プロジェク

トの検討をお願いしたい。また、競合する相

手は自治体の運営する施設であり、同じ公共

の施設として競争するのではなく、共存する

方策を考えていくべきである。 

 道民の森を利用する学校への交通費の支援

や類似する他の公共施設との連携について

は、今後の取組の参考とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｃ 

第５の１ (1)イにおいて「森林づくりに対

する道民の理解促進のため、森林のガイド等

を行う「道民の森」をフィールドとしたボラ

ンティア団体等との連携を強化します。」と

あるが、連携の強化ではなく、新たなボラン

ティア組織（一つの主催事業として、ボラン

ティアとして道民の森に関わる人を広く集め

て研修を行い、毎日の運営に関わってもらう

組織）を作ってみてはどうか。 

ご意見のような新たなボランティア組織の

創設については、今後の取組の参考とさせて

いただきます。 

 

 

 

 

 

 Ｃ 

 第５の１(2)イにおいて「新たな利用者の確

保と継続的な利用を促進するため、「道民の

森」の利用者は もとより、包括連携協定を締

結している民間企業等との接点を持ち続ける

会員制度「道民の森ファンクラブ（仮称）」

を導入します」とあるが、私たちが 20 年前よ

り行っている「森っこくらぶ」事業の目的は

道民の森ファンクラブの創設であり、当時の

幼稚園児がボランティアとしてプログラムを

手伝ったりしている。何か新しいものを作る

のではなく、今までの道民の森におけるプロ

セスを検討して相応しい方法を検討してはど

うか。 

「道民の森ファンクラブ（仮称）」の仕組

みについては、既存の取組の活用も含め、今

後、詳細を検討してまいります。 

いただいたご意見は、今後の取組の参考と

させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｃ 

 



 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

 第５の２(1)において「子どもたちが森林を

身近に感じ、親しみ、森林の多面的機能に対

する理解を深めることができるよう、特色あ

るプログラムを動画や写真を活用して紹介し

ます」とあるが、この表現のように今までと

変わらない取組ではなく、道民の森を環境省

の「自然共生サイト」に登録し、自然回復や

保全の調査を子どもたちと一緒に行うといっ

た、具体的なアクションが必要ではないか。 

環境省の「自然共生サイト」への登録や、

そのための調査を利用者とともに行うことに

ついては、今後の取組の参考とさせていただ

きます。 

 

 

 

 

 Ｃ 

第４の目標指標において「令和 18 年度：

15 万人」という利用者数の目標数字が示され

ているが、今、道民の森に来ている方が違う

季節にもう一度来れば達成できる。道民にこ

の施設の意味を伝え、利用してもらい、その

実感を得られる施設にすれば、道民に納得し

てもらいながら維持することができると思

う。その一つのアイデアが、アメリカの国立

公園で発展して来たインタープリテーション

という手法と考え方である。道民の森での滞

在が観光地を訪れる非日常の場所ではなく、

道民一人ひとりにとって日常になるような活

用であることを望む。 

利用者数の目標達成に向けてはリピーター

の獲得が重要であると認識しており、第５の

１(１)及び同３(１)に記載のとおり、プログ

ラムの充実や「食と観光」を切り口とした利

用者へのサービス向上の取組により、リピー

ターを増やしてまいりたいと考えておりま

す。 

 

 

 

 

 

 Ｃ 

昨今ニュースに大きく取り上げられ、実質

的な被害も出ている「熊」について、道民の

森で活動をする際にも、安全面を懸念する声

が年々強くなっており、特に子どもも参加で

きるような活動を計画する際、不安や実施に

否定的な声がかなり出るようになっている。

今後は「熊ありき」で取り組み方を考えない

と、活動を計画しても、その都度熊が出没し

て活動中止になる等の事態が起きかねないと

心配している。今後の「道民の森」のあり方

を考える際には、季節を問わず普段から熊が

出没する可能性を踏まえ、熊との共生や対応

の仕方を盛り込む必要があるのではないか。 

ヒグマ対策については重要な課題と認識し

ており、第５の４(２)アに記載のとおり、ヒ

グマを含む野生動物対策の設備等の整備やヒ

グマに関する情報発信などの対策を進めてま

いります。 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ 

 

 

 

 



 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

 新たな活用方針を策定するからには、現行

の活用方針における「「協働の森林づくり」

の拠点となるよう「森に学ぶ」機能を充実強

化し、森林づくりへ理解と参加を促す」に取っ

て代わる新たな切り口が必要となる。どうし

て「森に学ぶ」機能重視がうまく機能しなかっ

たのかという問題点を検証の上、総花的では

なく、何に重点的に取り組むという、新しい

切り口を検討していただきたい。 

第２の３(2)アの検証に記載のとおり、森林

体験学習については、小学校の宿泊学習のみ

ならず、幅広い世代が森林とふれあうことが

できることが必要と考えております。その上

で、第５の１(1)アに記載のとおり、ターゲッ

トを明確にし、多様で特色あるプログラムの

提供を、重点的に進めてまいります。 

 

 Ｃ 

道民の森の活用を推進するためには、北海

道が主催・運営する催事メニューを展開して

ＰＲ効果を高めるとともに、利用者の声を直

に聴いて活用方策に反映する取組を検討され

てはどうか。 

 

 

道民の森の活用推進に向けて、効果的なＰ

Ｒは重要と考えており、地元市町村や観光関

係団体とも連携して取り組んでまいります。

また、利用者の声を反映させる取組について

は、第５の４(1)に記載のとおり、相談窓口を

強化し、利用者からの要望を取組に反映して 

まいります。 Ｂ 

効果的なＰＲに向けて、道民の森のエリア

を「森で遊び」、「森に学び」、「森を育て

る」というテーマ毎にゾーニング(重複も可)

して、イベント情報やプログラムと合わせて

体系化・図式化されてはどうか。 

第５の１(１)アに記載のとおり、「森で遊

び」「森に学び」「森を育てる」というテー

マ毎に体系的なプログラムを設定してまいり

ます。 

 Ｂ 

協力団体としてボランティア団体と連携強

化するとされているが、どのような活動分野

の充実を期待されているのか明らかにしてい

ただきたい。 

第５の１(１)イに記載のとおり、プログラ

ムの充実に向けて、森林のガイド等を行うこ

とができるボランティア団体との連携を強化 

してまいりたいと考えております。 Ｅ 

学校の宿泊学習は多くの子供たちに森林体

験（木育を含む）を提供できる貴重な機会と

考えるが、宿泊学習で道民の森を訪れる学校

は減少しており、中でも今年度は、森林観察

メニューの要請が一件もなく深刻である。な

ぜ宿泊学習が減少し森林観察メニューの要請

がなかったのか検証するとともに、ニーズの

把握、効果的なＰＲ、学校・教育団体との連

携強化等について抜本的に取り組んでいただ

きたい。 

 

 

 

 第２の３(2)ウの検証に記載のとおり、学校

利用の推進については、教育関係機関等への

プログラムの周知やニーズ把握を行っており

ましたが、コロナ禍により取組が一時中断し

たことや、道民の森の立地が学校から遠いこ

と、周辺施設との競合、物価高騰による移動

手段の確保の困難などにより、宿泊学習の減

少につながったものと考えております。今後

は、第５の２(1)に記載のとおり、学校や教育

委員会に対して周知を図り、学習指導要領の

記述を踏まえた最新のニーズを把握するほ

か、地域の教育関係機関との連携を強化して 

まいります。 Ｂ 

 

 



 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

 道との協定による森づくり活動を行ってき

た企業・団体においては、植樹のみで活動を

終了しているケースも多く見られる。今後、

育樹等を含めた継続的な取組を進め、さらに

家族レクなどの新規参入を促すには、北の森

づくり専門学院とも連携して、以下のような

取組も有効と考えるので提案する。 

・生育現況の情報提供（生育データ、写真な

ど） 

・今後の育樹活動方策の提案 

・林業機械化作業の見学 

・育樹活動の参考となる間伐等試験林の設置 

・以上の取組を、可能な範囲でイベントとし

て実施するとともに、広くＨＰやＳＮＳで

情報発信 

第５の２(２)イに記載のとおり、企業等に

よる森林づくりについては、育樹を含めた継

続的な取組を提案するほか、従業員やその家

族、地域との連携を含めた活動の場として、

道民の森各施設の利用を提案してまいりま

す。 

いただいたご意見は、今後の取組の参考と

させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 Ｃ 

道民の森の運営に協力している団体に加

え、個人やサークルが道民の森のフィールド

や各種施設で行う活動を通じて、道民の森を

広く情報発信してもらえる取組を検討してい

ただきたい。 

 

 

情報発信の強化については重要な課題と認

識しており、第５の１(２)アに記載のとおり、

各地区の特色や臨場感のある場面をホーム

ページやＳＮＳ等を活用して発信してまいり

ます。 

いただいたご意見は、今後の取組の参考と 

させていただきます。 Ｃ 

道民の森の利用者の安全を確保する上で、

ヒグマが生息していることを前提とした管理

対応、問題発生時の対処方針（役割分担、普

及啓蒙、出没情報の把握・伝達、目撃した場

合の防衛策や規制、関係機関との連携など）

などを体系化した総合的なヒグマ対策を講じ

ていただきたい。 

ヒグマ対策については重要な課題と認識し

ており、第５の４(２)アに記載のとおり、ヒ

グマを含む野生動物対策の設備等の整備やヒ

グマに関する情報発信などの対策を進めてま

いります。 

いただいたご意見は、今後の取組の参考と 

させていただきます。 Ｃ 

 道民の森の施設の中には老朽化して危険な

状態に至っているものもあるため、優先順位

を明確にして、大規模修繕だけでなくリ

ニューアルを含めた整備を進めていただきた

い。 

 

 

 

第５の４(2)イ及びウに記載のとおり、施設

設備の維持管理については、施設の長寿命化

対策や設備の計画的な修繕を行うほか、利用

者のニーズ、老朽化の進行状況、今後の活用

による効果等を考慮し、リニューアルを含め

た整備の要否を検討してまいります。 

いただいたご意見は、今後の取組の参考と 

させていただきます。 Ｃ 

 

 

 



 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

 迅速かつ効果的なヒグマ対策の推進（第５

の４(２)ア関連） 

＜ソフト面＞ 

①ヒグマの生態・行動や非常時における利用

者の安全確保等に熟知したスタッフの養成 

②宿泊予約者に対して宿泊予約システム

（メール）を利用したヒグマ情報の提供 

＜ハード面＞ 

①ヒグマを寄せ付けない、又はその襲撃に耐

えうる強固なゴミ箱への転換 

②屋外での作業時にヒグマとの遭遇リスクを

低減できる機材（携行タイプ）の配備 

③今後のヒグマの出没状況等に応じて、主要

利用施設周辺での電気柵の設置 

ヒグマ対策については重要な課題と認識し

ており、第５の４(２)アに記載のとおり、ヒ

グマを含む野生動物対策の設備等の整備やヒ

グマに関する情報発信などの対策を進めてま

いります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ 

利用施設の一部廃止を含めた施設管理の集

約化（第５の４(２)ウ関連） 

キャンプ人口の減少、札幌市内やその周辺

におけるキャンプ場の増加及び施設管理の困

難性を勘案して、すべてのキャンプ場（４ヵ

所）の廃止、インフォメーション機能が低下

している青山中央地区の廃止により、限られ

た経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）を森

林学習センターや木工芸館等の体験施設に集

約することを検討してはどうか。 

第５の４(2)ウに記載のとおり、インフラス

トックの適正化については、利用者のニーズ、

老朽化の進行状況、今後の活用による効果等

を考慮し、管理体制を見直すとともに、不要

な施設の廃止も含めて検討してまいります。 

いただいたご意見は、今後の取組の参考と

させていただきます。 

 

 

 Ｃ 

新たな利用拡大策の導入（第５の４(３)ア

関連） 

リピーターや新たな利用者の確保に向け

て、施設利用料金の軽減を目的とした次のよ

うな対策を講じてはどうか。 

①施設の利用金額に応じてポイントを贈呈

（貯めたポイントは次回以降の施設利用代

金の支払いに利用） 

②各種イベントやキャンペーンの参加者に宿

泊利用料金等の割引券を贈呈 

施設の利用金額に応じたポイントの付与や

各種イベント等の参加者への割引券の配布に

ついては、今後の取組の参考とさせていただ

きます。 

 

 

 

 

 

 Ｃ 

 

 

 

 

 



 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

年齢別の体験を用意してほしい。 

・幼児向け：どんぐり探し、虫探し、絵本の

読み聞かせなど 

・小学生向け： ネイチャークラフト、森の探

検ツアーなど 

・親子参加型：冬のキャンプ入門教室、火お

こし体験、星空観察会 

また、季節別の体験もあると良い。 

第５の１(１)アに記載のとおり、子どもか

ら高齢者まで幅広い世代が森林や木材とふれ

あうことができるよう、プログラムを充実さ

せるに当たり、特定の年齢層をターゲットと

したプログラムを用意したり、年齢層別にプ

ログラムを整理したりするなど、工夫してま

いりたいと考えております。 

 Ｂ 

食事に関して、北海道の食材を積極的に使

用するなどを行ったら良い。 

 

 

第５の３(１)に記載のとおり、「食と観光」

を切り口とした利用者へのサービス向上のた

め、地元食材を活用した食事を提供する移動

販売車を誘致するなど、北海道の食材を積極 

 的に使用する取組を進めてまいります。 Ｂ 

情報発信について、ホームページはあるが、

ＸなどＳＮＳを利用していなかったようなの

で、多くの人が使用しているＳＮＳを利用す

ると良い。 

ＳＮＳによる情報発信については、現在も

指定管理者において Facebook 及び Instagram

を活用しておりますが、一層の認知度の向上 

に努めてまいります。 Ｂ 

 道民の森を発展させるに当たって、駐車場

をもっと広くした方がよい。理由は、第一駐

車場と第二駐車場でどちらも入り切らなく

なった場合に混むからである。第一駐車場と

第二駐車場の他にも、小さく細々とした 10 台

ぐらい止められるスペースを少し確保したら

良い。 

また、登山やウォーキングなどで何かあっ

た場合に救急車が到着するのに時間がかかる

ため、救護室なども作ると良い。 

駐車場や救護室については、各施設の利用

状況などを踏まえ、整備の必要性を検討して

まいります。 

いただいたご意見は、今後の取組の参考と

させていただきます。 

 

 

 

 

 Ｃ 

現行の「道民の森」の活用方針によると、

「道民の森」の利用者の目的が「遊ぶ」こと

から「学ぶ」ことに変わってきていることが

わかる。そのような状況で、「学ぶ」ことよ

り「遊ぶ」ことに近い内容の食事や観光を充

実させても、それほどの効果があるかは疑問

である。さらに、もしそれで利用者数がとて

も増えたとしても、それは観光目的で来る人

が増えただけで、この方針の目的である「森

林に親しんだり、役割を学んだり、森林づく

りに参加したりできる場所を整える」という

ことにはあまり繋がらない。これらの理由に

より、「道民の森」で、食事や観光のサービ

スを充実させる必要はないと思う。 

 現行の活用方針においては「学ぶ」機能の

強化を図ってまいりましたが、第２の３(2)ア

の検証に記載のとおり、利用者のニーズを踏

まえると、学習プログラムのみならず、幅広

い世代が森林とふれあうことができるような

取組が必要と考えております。このため、ま

ず道民の森を一度訪れていただき、そこから

「森林の役割を学んだり、森林づくりに参加

したりする」ことに興味をもっていただける

よう、食事や観光のサービスについても向上

させてまいりたいと考えております。 

 

 

 Ｄ 



 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

 アスレチックを作って、年齢や難易度で分

けたコースを作ると良い。 

 

 

 

 遊具の設置については、各施設の利用状況

などを踏まえ、整備の必要性を検討してまい

ります。 

いただいたご意見は、今後の取組の参考と 

させていただきます。 Ｃ 

 

 ※「意見に対する道の考え方」のＡ～Ｅの区分は次のとおりです。 

 Ａ 意見を受けて案を修正したもの 

Ｂ 案と意見の趣旨が同様と考えられるもの 

Ｃ 案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの 

Ｄ 案に取り入れなかったもの 

Ｅ 案の内容についての質問等 

 
問合せ先 

 水産林務部森林海洋環境課（木育推進係） 

 電話０１１-２３１-４１１１ 

    内線 ２８－８２２ 


